
総
選
挙
で
大
き
な
争
点
と
な
っ

た
「
年
金
改
革
」
。
来
年
一
月

の
通
常
国
会
に
向
け
て
、
政
府

の
年
金
「
改
革
」
案
づ
く
り
が

本
格
化
す
る
な
か
、
ま
ず
厚
労

省
案
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

中
身
は
保
険
料
は
毎
年
値
上
げ
、

給
付
水
準
は
大
幅
に
下
げ
る
と

い
う
も
の
で
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は

年
収
の
10
％
の
負

担
に

今
年
の
ボ
ー
ナ
ス
か
ら
厚
生

年
金
保
険
料
が
ガ
ッ
ポ
リ
天
引

き
さ
れ
て
驚
い
た
こ
と
は
記
憶

に
新
し
い
こ
と
で
す
。

と
こ

ろ
が
厚
労
案
は
、
保
険
料
を
１
・

５
倍
に
す
る
と
言
う
か
ら
聞
き

捨
て
な
り
ま
せ
ん
。

既
に
私
た
ち
は
企
業
年
金
＝

キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ラ
ン
ス
プ
ラ
ン

（
Ｃ
Ｂ
Ｐ
）
導
入
で
、
月
約
２

万
円
弱
の
給
付
減
額
を
受
け
た

ば
か
り
で
す
。

安
定
し
た
雇
用
が

な
い
限
り
将
来
の

公
的
年
金
は
成
立

し
な
い

日
本
の
公
的
年
金
は
現
役
世

代
の
保
険
料
で
老
後
世
代
の
給

付
を
賄
っ
て
い
る
、
仕
送
り
方

式
で
す
。
フ
リ
ー
タ
ー
は
約
２

０
０
万
人
を
越
え
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
彼
ら
の
多
く
は
安

定
し
た
職
業
に
就
き
た
い
と
切

に
願
っ
て
い
ま
す
。

職
に
つ
け
な
い
現
役
の
負
担

は
月
額
１
万
３
３
０
０
円
の
今

で
さ
え｢

保
険
料
が
高
す
ぎ
る
」

と
４
割
近
く
が
納
め
て
い
ま
せ

ん
。
こ
れ
で
は
老
後
ど
こ
ろ
か
、

現
実
の
生
活
が
成
り
立
ち
ま
せ

ん
。大

企
業
の
雇
用
責

任
は
大
き
い

日
立
な
ど
多
く
の
事
業
所
で

は
青
年
労
働
者
が
時
給
約
１
０

０
０
円
程
度
で
ア
ル
バ
イ
ト
や

派
遣
労
働
者
と
し
て
働
い
て
い

ま
す
。
安
易
な
雇
用
に
頼
ら
ず

大
企
業
は
常
用
労
働
者
と
し
て

雇
用
す
べ
き
で
す
。

働
く
も
の
の
立
場

で
改
悪
反
対
の
声

を私
た
ち
の
、
社
会
保
険
料
は

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
、

失
業
保
険
、
介
護
保
険
等
の
基

本
的
保
険
と
、
そ
れ
を
支
え
る
、

国
・
地
方
に
納
め
る
所
得
税
、

住
民
税
も
あ
る
意
味
で
は
保
険

料
の
一
部
と
い
え
ま
す
。

ま
た
労
働
組
合
費
も
、
雇
用

と
生
活
を
守
る
た
め
の
保
険
料

と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
で
も
万
全
で
は
な
い
と
、

ガ
ン
保
険
を
は
じ
め
医
療
保
険
、

生
命
保
険
、
自
動
車
保
険
、
損

保
な
ど
自
助
保
険
に
も
は
い
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
で
も
優

に
給
料
の
20
％
は
越
え
て
い
ま

す
更
に
住
宅
ロ
ー
ン
、
子
供
の

教
育
費
で
可
処
分
所
得
は
生
活

す
る
に
も
事
欠
く
状
態
で
す
。

財
源
は
本
当
に
な

い
の
か
？

欧
米
な
ど
多
く
の
国
々
の
予

算
配
分
は
、
医
療
、
教
育
、
社

会
保
障
な
ど
直
接
暮
ら
し
に
関

す
る
予
算
に
七
割
、
公
共
事
業

費
に
二
割
の
比
率
に
な
っ
て
い

ま
す
。

日
本
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
、

暮
ら
し
の
分
野
に
二
割
、
ゼ
ネ

コ
ン
を
始
め
大
企
業
向
け
の

「
公
共
事
業
」
七
割
と
な
っ
て

お
り
、
そ
の
結
果
、
高
速
道
路

や
飛
行
場
、
港
湾
、
箱
も
の
と

言
わ
れ
る
各
種
施
設
等
、
稼
働

率
が
低
く
維
持
・
管
理
費
が
国

の
財
政
荷
重
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
聖
域
」
と
し
て
い
る
軍
事
費

を
は
じ
め
、
国
の
予
算
配
分
を

改
め
れ
ば
財
源
は
あ
り
ま
す
。

草
の
根
か
ら

年
金
改
悪
反
対
の

声
を
挙
げ
ま
し
ょ

う来
年
は
４
年
に
一
度
の
年
金

見
直
し
の
年
で
す
。
草
の
根
か

ら
改
悪
反
対
の
声
を
大
い
に
挙

げ
ま
し
ょ
う
。
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財
界
は
負
担
増
に

猛
反
発
だ
が

財
源
に
は

消
費
税
増
税
を
主
張



▼
「
赤
ち
ょ
う
ち
ん
で

上
司
の
悪
口
も
言
え
ま
せ

ん
ね
」
11
月
５
日
、
日
立

が
「
定
昇
」
を
廃
止
し

「
成
果
主
義
」
の
賃
金
制

度
導
入
を
公
表
し
た
夕
方
、

カ
ー
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
て
き
ま
し
た
。

声
の
主
は
経
済
ア
ナ
リ
ス
ト
の
森
永
卓

郎
さ
ん
▼
さ
ら
に
「
こ
れ
ま
で
日
本
企

業
は
、
長
期
的
視
野
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

を
評
価
し
て
き
た
か
ら
お
べ
っ
か
だ
け

で
は
上
に
あ
が
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
成

果
主
義
を
導
入
し
て
き
た
外
資
系
企
業

で
は
共
通
し
て
①
上
司
に
ご
ま
を
す
る

②
同
僚
の
足
を
引
っ
張
る
③
他
人
の
成

果
を
横
取
り
す
る
…
人
間
が
実
力
と
は

関
係
な
く
評
価
さ
れ
る
等
、
成
果
主
義

は
、
ご
く
一
部
の
人
の
処
遇
を
思
い
っ

き
り
高
く
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
高
く

な
れ
る
人
は
多
く
て
も
一
割
で
、
残
り

の
九
割
の
人
た
ち
は
現
在
よ
り
も
収
入

が
減
っ
て
ゆ
く
。
成
果
主
義
が
許
さ
れ

る
の
は
公
平
で
公
正
な
評
価
が
行
わ
れ

る
場
合
だ
け
で
、
上
司
が
強
力
な
権
限

で
部
下
を
評
価
す
る
成
果
主
義
は
会
社

に
と
っ
て
も
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
と
っ
て

も
ろ
く
な
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
や
め

る
べ
き
で
す
」
と
手
厳
し
く
そ
の
問
題

点
を
指
摘
し
て
い
ま
し
た
▼
減
給
、
降

格
を
恐
れ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ピ
リ
ッ
ト

を
弱
め
る
な
ど
、
生
き
生
き
と
し
た
活

力
が
う
し
な
わ
れ
、
経
営
そ
の
も
の
が

行
き
詰
ま
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

「ひひひろろろばばば」」」ははは
下記ＵＲＬに掲示されています。

http://www.hitachikon.net/hiroba/
検索は【日立関連労働者懇談会】

湘南の海

パ
ソ
コ
ン
の
デ
ィ
ス
ク
ト
ッ
プ

か
ら
ノ
ー
ト
へ
の
置
き
換
え
な
ど
、

Ｉ
Ｔ
市
場
は
世
界
的
に
上
向
い
て

き
た
こ
と
で
、
生
産
が
拡
大
し
て

き
ま
し
た
。

Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
か
ら
買
収
し
て
発
足

し
た
Ｈ
Ｄ
Ｄ
（
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク

ド
ラ
イ
ブ
）
専
門
会
社
で
あ
る
、

Ｈ
Ｇ
Ｓ
Ｔ
（
日
立
グ
ロ
ー
バ
ル
ス

ト
レ
ー
ジ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
）
は
、

２
・
５
イ
ン
チ
型
Ｈ
Ｄ
Ｄ
で
60
％

の
シ
ェ
ア
。

事
業
規
模
は
小
さ

い
が
将
来
需
要
が
見
込
ま
れ
る
１

イ
ン
チ
型
Ｈ
Ｄ
Ｄ
で
シ
ェ
ア
を
独

占
す
る
な
ど
、
生
産
を
拡
大
し
て

い
ま
す
。

し
か
し
製
造
拠
点
の
ほ
と
ん
ど

が
海
外
で
、
国
内
雇
用
の
拡
大
に

は
繋
が
ら
ず
、
更
な
る
リ
ス
ト
ラ

人
減
ら
し
計
画
が
実
行
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

一
方
日
立
製
作
所
に
残
し
た
Ｒ

Ａ
Ｉ
Ｄ
（
大
容
量
記
憶
装
置
）
シ

ス
テ
ム
事
業
部
は
こ
こ
に
き
て
輸

出
向
け
受
注
生
産
の
拡
大
で
人
員

不
足
と
な
り
、
大
量
の
ア
ル
バ
イ

ト
・
派
遣
・
パ
ー
ト
な
ど
で
補
っ

て
い
ま
す
。

分
社
化
は
こ
れ
ま
で
一
緒
に
働

い
て
き
た
仲
間
を
分
断
し
、
「
余

剰
人
員
」
と
「
人
員
不
足
」
を
同

時
進
行
さ
せ
て
い
ま
す
。
ま
さ
し

く｢

雇
用
な
き
生
産
拡
大
」
の
様
相

で
す
。

「余剰人員」と
「人員不足」の

同時進行

イイイイイラララララククククク戦戦戦戦戦費費費費費分分分分分担担担担担ととととと
米米米米米米国国国国国国債債債債債債保保保保保保有有有有有有

総総総総総総額額額額額額５５５５５５００００００億億億億億億＄＄＄＄＄＄ののののののイイイイイイララララララクククククク復復復復復復興興興興興興費費費費費費((((((戦戦戦戦戦戦費費費費費費））））））のののののの分分分分分分
担が決まった。過去にも湾岸戦争の分担等が

あったが、戦費支出以外にも米の軍事費の分

担をしてきた。

米国経済は巨額の軍事費のため財政赤字に

悩まされている、その穴埋めに発行された国

債を大量に買い込んだのが日本、大量の国債

を抱えて青息吐息なのは日本も同じだが、日

米には大きな相違がある。

国債保有者がほとんど日本人の日本と違っ
て、米国の場合かなりの部分を外国人(外国

の政府･中央銀行･金融機関）が持っている。

６月末現在米国債の海外保有残高は１兆３４

６５億＄、これは米国債総額の３５．６％に

及ぶ。米国債保有国でダントツの一位が日本

で４４１０億＄。米国債の保有は戦費の｢拠

出」や｢分担」とは違うが、ドル暴落ともな

れば結果的には同じこと、日本は危険を冒し

てまで資金面で米の戦争政策の片棒を担いで

きた。

安達太良山の秋


